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要約： 国の長期エネルギー需給見通しで示された 2030年の年間消費電力量や電源構成と中学生が考えたそ

れらを比較し，その根拠を分析することで，中学生の発電方法の評価・選択に関する現状を分析した．被験

者は，公立中学校 2・3年生 153人（アンケート調査は 79人）である．その結果，被験者は，地球温暖化へ

の危機感が高く，再生可能エネルギーへの過度な期待を持っているが，石油に対する理解は不十分で，安全

性への懸念が大きかった．また，省エネルギーへの期待は大きいが，技術を用いた具体的な解決策は考えら

れていなかった．国の想定電源構成と比べて 20%以内の整合度で考えられた被験者は 7.2%であり，アンケー

ト調査との比較から 4割程度の被験者は十分に検討ができないまま回答していると推測された．原子力発電



を肯定的にとらえる被験者が当該授業後に有意に増加したが，経済性や安定性の評価の視点の意識は低かっ

た．被験者が考えた視点の数から国の想定電源構成と被験者の予想電源構成を比較した結果，被験者に提示

する資料数を 3つ程度に限定し考察をさせることで整合度が高まる可能性があることが分かった．  
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要約：2017 年に告示された中学校学習指導要領(理科)では，中学校第 2 学年「電流」単元でも放

射線が取り扱われるようになった．2021年度の学習指導要領完全実施を前に，中学校第 2学年「電

流」単元で放射線を取り扱う授業計画を構想し，中学校の授業で行うための前段階として大学生に

対して試行した．授業計画の構想の際には，中学生のこれまでの理科学習における既習事項に配慮

し，可能な限り未修事項を含まないように配慮した．大学生に対して試行した授業の評価からは，

大学生は学習した内容に関連する言葉をイメージマップに書き出していた．これらのことから筆者

らは，本稿で構想した文脈での授業を中学生を対象にして授業実践を行う価値はあると結論づけ

た． 
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要約： エネルギー環境教育における重要な課題の一つと位置付けられているエネルギーのベスト

ミックスについて学ぶための 4人用ボードゲームを開発した．当該ボードゲームでは各プレイヤー

はある国の電力供給を担う最高責任者となり，発電設備と資源を用いて発電し，必要量の電力を供

給することで自国を発展させることを目的とする．発展と共に必要電力も上昇するが，資源価格の

変動や発電に伴う温室効果ガス排出量の制限，そして特定の発電設備が有利/不利になるランダムイ

ベント等があるため，各電源の特徴を考慮した上での選択が必要となるという特徴を有している．

最終的に自国を最も発展させたプレイヤーが勝利者となる．ゲーム未経験者 12名による評価結果は，



当該ボードゲームは市販のボードゲームと同程度のゲーム性を有しつつも，電源特性及びそれを踏

まえたエネルギーミックスの理解のために有効であると考えられるとのものであった． 
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要約： 近年，小学校の環境教育では ESD・SDGsの視点の導入により，問題発見・課題解決学習の

重要性が高まっている．本研究は，こうした分野における指導方法や評価方法の課題を明らかにす

ることを目的とし，国内の先行研究と先行実践を調査した．結果として，指導方法については先行

研究と先行実践とのいずれにおいても問題発見過程を踏まえた学習が広く行われていない点が明ら

かとなり，評価方法については教師の主観によらない客観的な学習評価を行っていく必要性が示唆

された． 
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